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topics&report話題の広場

　５月23日から８月９日までの間、町内16会場で町政懇談「地域座談会」を開催しました。

　この座談会は、本町の人口ビジョンに基づく「四万十町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の説明と、本年度から始まっ

た新規事業や地元高校（窪川高・四万十高）の現状を踏まえた高校の魅力化づくりの取り組みを主なテーマに行い、参加者

は延べ266人（平均17人）で、子育て支援、移住定住対策、雇用対策、教育等幅広い範囲で貴重なご意見をいただきました。

　子育て関係では、保育所の体制（受け入れ等）の充実や医療費無料化の高校生までの拡大、医療体制の強化などを望む声

があり、移住定住対策では、地域おこし協力隊等の移住者が地域に住むことにより集落の活性化につながっていることや、

人口減少対策としての住宅の整備や定住に向けた具体的な取り組みの推進を望む声もありました。

　そのほかには、スポーツによるまちづくりの推進や図書館等文化施設の充実、子どもの遊び場の整備を望む意見や、若者

等が安心して暮らせるための支援策や転出に歯止めをかけるための施策にもっと力を入れるべきではとの意見も出てい

ました。

　また、地元高校の魅力化づくりでは、専門コースの設置や特色

ある部活動の取り組みの推進、公設塾では個々の学力にあった

指導や大学進学を目指した指導のできる体制を求める声があり

ました。

　この座談会では、地域住民の皆さんの四万十町に対する熱い

思いや貴重なご意見を伺うことができました。

　ご参加ありがとうございました。

16会場で「地域座談会」を開催しました

しまんと夏季大学

日　　程 開催場所 参加人数

5月23日

5月24日

6月  1日

6月  2日

6月  3日

7月  1日

7月  4日

7月  6日

7月  7日

7月11日

7月12日

7月21日

8月  4日

8月  5日

8月  8日

8月  9日

28

8

8

16

23

17

18

15

18

19

19

17

11

10

29

10

大 正 地 域 振 興 局

大 奈 路 集 会 所

大正北ノ川集会所

昭和基幹集落センター

十 和 地 域 振 興 局

立 西 町 民 会 館

小 野 川 集 会 所

米奥小学校体育館

影 野 町 民 会 館

東又基幹集落センター

仁 井 田 町 民 会 館

興津小学校体育館

若 井 川 集 会 所

口神ノ川小学校体育館

役場東庁舎多目的ホール

旧丸山小学校図書室

四万十町設備業協会と

災害時における応急対策業務に

関する協定を締結！

四万十町設備業協会と

災害時における応急対策業務に

関する協定を締結！

　8 月 17 日、役場本庁舎において四万十町設備業協会と

災害時における協定の調印式を行いました。

　この協定は、災害時における事故等の発生、または発生

の恐れがある場合に、必要となる水道施設等の応急対策業

務について、四万十町設備業協会の協力を得て迅速かつ円

滑に実施するために締結したものです。

　８月 21日、窪川四万十会館でしまんと夏季大学を開催

しました。

　今回はこれまでの様な講演型のセミナーではなく、町民

参加型のイベントとして来場者全員が一緒に歌う体験型

のコンサートを行いました。

　当日は「ともしび音楽企画」のメンバーを迎え、参加者が

リクエストした思い出の曲「神田川」、「南国土佐を後にし

て」や誕生日の歌など多くの楽曲が演奏され、総勢170余

名が会場一体となって歌声を響かせました。

　コンサート終了後は、アコーディオンで演奏しながらの

見送りに、歌を口ずさみながら帰る参加者もおり、とても

楽しい夏季大学となりました。

　８月６日、JR土佐大正駅、コンベンションホー

ルきらら大正をメイン会場として「2016 年第２回

かっぱサミット in四万十」が行われました。

　当日は、大正中学校によるジャズ演奏やよさこ

い踊りなど、200人近いお客さんで賑わいました。

　また、「かっぱうようよ号」の無料乗車体験には

町内を中心に37名の親子が参加しました。

　大正駅前での 40010 ㎜のかっぱ巻き作りにも挑

戦しました。

かっぱサミット開催

〔お問い合わせ先〕  企画課　まちづくり戦略室   ☎22-3124
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▲キッザニア東又

topics&report話題の広場

　８月１９日、農村環境改善センターで町内の小中学生２３名、

保護者７名の参加により、キャンドル教室を開催しました。キャ

ンドルアーティストの藤岡さわさんの指導で、牛乳パックで型を

取り、数種類の蝋で星やハートなど好きなデザインを施し、

世界に一つだけのキャンドルを作りました。

　作成後は、古民家カフェ半平の庭園で、実際にキャ

ンドルに火を灯し、夜のとばりに浮かび上がる優しい光

に包まれました。

▲ゴリラパンチ

▼親子リレー

優しくあたたかい光▶

四万十町青少年育成町民会議

■ 
地
域
座
談
会
に
つ
い
て

　
５
月
23
日
か
ら
８
月
９
日
ま
で
の
間
に
、

町
内
16
会
場
で
「
地
域
座
談
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
座
談
会
は
、
本
年
度
か
ら
取
り

組
む
新
た
な
施
策
の
内
容
等
の
情
報
提
供

と
、
地
域
の
課
題
や
そ
の
対
策
、
総
合
振
興

計
画
へ
反
映
さ
せ
る
べ
き
住
民
の
皆
様
の

ご
意
見
を
幅
広
く
お
聞
き
す
る
こ
と
を
主

な
目
的
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
座
談
会
で
は
全
体
で
２
６
６
人
の

地
域
住
民
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
子
育

て
や
教
育
、
医
療
、
防
災
、
移
住
定
住
、
雇
用

な
ど
幅
広
い
分
野
に
対
し
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
子
育
て
関
係
で
は
、
保
育
料
の
完
全
無

料
化
や
保
育
所
の
受
け
入
れ
体
制
の
充
実
、

医
療
費
無
料
化
の
高
校
生
ま
で
の
拡
大
、

産
婦
人
科
や
小
児
科
等
の
医
療
体
制
の
強

化
、
子
ど
も
の
遊
び
場
や
図
書
館
等
の
文

化
施
設
の
充
実
な
ど
、
子
育
て
に
や
さ
し

い
環
境
整
備
を
積
極
的
に
図
る
施
策
を
望

む
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
産
業
の
担
い
手
不
足
へ
の

対
応
や
雇
用
対
策
の
推
進
、
住
宅
の
整
備

な
ど
、
若
者
の
転
出
に
歯
止
め
を
か
け
る

施
策
に
力
を
入
れ
る
べ
き
と
の
意
見
や
、

公
設
塾
で
は
個
々
の
学
力
に
あ
っ
た
指
導

や
、
大
学
進
学
を
目
指
し
た
指
導
の
で
き

る
体
制
を
求
め
る
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
は
、
町
職
員
の
勤
務
態
度
等
に

つ
い
て
の
意
見
や
資
質
向
上
、
意
識
改
革

を
強
く
求
め
る
声
も
あ
り
、
改
善
す
べ
き

点
は
早
急
に
対
処
す
る
と
い
う
お
答
え

を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

■ 
四
万
十
町
高
校
応
援
大
作
戦
に
つ
い
て

　
町
内
の
高
校
２
校
の
現
状
と
課
題
を

踏
ま
え
、
高
校
生
と
の
行
政
懇
談
会
、
生

徒
会
活
動
支
援
や
高
等
教
育
体
験
事
業

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
、
学
力
向
上
対
策
を

柱
と
し
た
公
設
塾
を
11
月
に
開
設
し
た

い
と
考
え
、
関
連
予
算
を
今
議
会
の
補
正

予
算
と
し
て
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
公
設
塾
で
は
、
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
事
務
所
及
び
大
正
地
域
振
興
局

３
階
に
、
そ
れ
ぞ
れ
自
学
習
と
個
別
指
導

が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
、
個
別
映
像
学
習

ブ
ー
ス
を
設
け
、
窪
川
高
校
及
び
四
万
十

高
校
在
籍
の
生
徒
を
対
象
に
、
放
課
後
の

補
習
機
会
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。ま
た
、
こ
の
公
設
塾
で
は
、

社
会
性
の
育
成
や
地
域
を
知
る
機
会
も

設
け
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
必
要
な
力
を

身
に
つ
け
、
夢
に
向
け
た
進
路
実
現
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
も
行
う
予
定
で
す
。

　
町
内
の
高
校
の
存
続
と
魅
力
化
は
、
地

域
の
課
題
で
も
あ
り
、
始
ま
っ
た
ば
か
り

域
、
続
い
て
十
和
地
域
、
大
正
地
域
の
順
序

で
整
備
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
入
居
対
象
と
な
る
高
齢
者
を
は

じ
め
地
域
住
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞

き
す
る
と
と
も
に
関
係
者
等
と
の
協
議
を

行
い
、
必
要
性
の
高
い
地
域
か
ら
優
先
的

に
整
備
す
る
方
針
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

■ 

ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣
言
に
つ
い
て

　
本
町
は
、
８
月
１
日
に
「
四
万
十
の
栗
」

の
ス
イ
ー
ツ
と
焼
酎
の
加
工
品
群
に
つ
い

て
「
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣
言
」
を
行
い
ま

し
た
。

　
こ
の
応
援
宣
言
は
、
中
小
企
業
地
域
資

源
活
用
促
進
法
の
改
正
に
よ
り
市
町
村
が

「
ふ
る
さ
と
名
物
」
を
特
定
し
情
報
発
信
す

る
も
の
で
、全
国
で
は
63
例
目
で
す
。

　
こ
の
宣
言
で
は
、
地
域
の
貴
重
な
資
源

で
あ
り
宝
で
あ
る
「
四
万
十
川
」
と
と
も
に

本
町
が
発
展
し
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

「
ふ
る
さ
と
名
物
」
を
四
万
十
川
の
周
辺
で

栽
培
さ
れ
る
栗
と
し
ま
し
た
。

　
宣
言
に
よ
り
栗
の
加
工
・
販
売
事
業
者

は
、
経
済
産
業
省
の
ふ
る
さ
と
名
物
応
援

事
業
の
採
択
が
優
先
さ
れ
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
の
宣
言
を
契
機
に
四
万
十

川
中
流
域
に
位
置
す
る
本
町
の
観
光
と
あ

わ
せ
た
地
域
振
興
に
努
め
ま
す
。

平
成
28
年
9
月

四
万
十
町
議
会

　
　

 
定 
例 
会
　

　
　

 

町
長
行
政
報
告（
要
旨
）

の
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
ま
だ
多
く

の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
の
試
行

錯
誤
と
挑
戦
が
、
地
域
創
生
へ
の
一
端
を

担
う
も
の
と
考
え
て
お
り
、
地
域
で
育
つ

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
住
民
の
皆
様
を
は

じ
め
地
域
全
体
で
応
援
し
、
次
代
を
担
う

若
者
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■ 

四
万
十
町
高
齢
者
安
心
生
活
支
援
住
宅

　

 

に
つ
い
て

　
自
立
し
た
在
宅
生
活
を
送
る
こ
と
が
困

難
、
あ
る
い
は
不
安
に
な
っ
て
き
た
低
額

所
得
高
齢
者
に
安
心
で
き
る
生
活
環
境
を

提
供
す
る
た
め
、
本
年
３
月
か
ら
窪
川
地

域
の
金
上
野
旧
町
営
住
宅
跡
地
に
建
設
し

て
い
ま
し
た
「
四
万
十
町
高
齢
者
安
心
生

活
支
援
住
宅
」が
、
去
る
８
月
23
日
に
竣
工

し
ま
し
た
。
　

　
10
月
中
旬
頃
を
期
限
に
入
居
の
公
募
を

行
い
、
11
月
１
日
か
ら
の
入
居
を
予
定
し

て
い
ま
す
。ま
た
、
入
居
の
公
募
に
併
せ
て

内
覧
会
を
実
施
し
、
住
民
の
方
へ
の
周
知

も
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
期
整
備
地
区
と
し
て
予
定
し
て
い
ま

す
十
和
地
域
に
つ
い
て
は
、
７
月
〜
８
月

に
か
け
て
集
落
担
当
職
員
が
、
65
歳
以
上

の
独
居
高
齢
者
を
対
象
に
需
要
動
向
調
査

を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
潜
在
的
な
高
齢
者
福
祉
施
設
等
へ
の

入
居
要
望
は
あ
る
が
、
現
段
階
で
の
入
居

希
望
者
は
少
な
い
と
判
断
で
き
る
も
の
で

し
た
の
で
、
本
年
度
の
事
業
化
は
見
送
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
に
つ
い
て
は
、当
初
に
窪
川
地

町内の小学校で大運動会が開催

◀心も包まれました♪

　9月24日、25日に町内の各小学校で運動会が開催されました。

　多くの小学校で同時期の開催となったため、今回の広報では東又

小学校の運動会を紹介します。

　天気が心配されながらも、午前中は青空の下、最初の競技 100m 走で

は５・６年生が力強い走りでトラックを駆け抜けスタートをきりました。

　中でも３・４年生の一輪車カーニバル（表紙）は、かなりの練習を重ね

てきたであろうことが感じられるたくましい演技でした。

　６年生の親子リレーでは、父兄の提案で保護者も体操着を着用して走り、

会場は笑いに包まれました。これに子ども達も大喜びとなり、記念撮影も行

われ、６年生にとって最後の運動会は、最高の思い出になったことと思いま

す。東又小学校関係者の皆様、取材へのご協力ありがとうございました。

　なお、今回は取材できませんでしたが、四万十町では各保育所・学校

の運動会の様子もケーブルテレビで放送していますので、ぜひご覧ください。

▲紅白対抗リレー

▲親子リレー記念撮影

１０月１３日（木）

１０月１７日（月）

１０月２０日（木）

１０月２４日（月）

１０月２７日（木）

１０月３１日（月）

１１月  ３日（木）

１１月  ７日（月）

田野々小学校、窪川小学校

仁井田小学校、ひかり保育所

東又保育所、くぼかわ保育所

松葉川保育所、認定こども園たのの

小鳩保育所、昭和保育所

川口保育所、北ノ川保育所

見付保育所、窪川地域子育て支援センター

興津保育所

■四万十ケーブルテレビ　運動会放送予定

この放送予定に変更がある場合は、文字放送・

Facebook 等で随時お知らせいたします。

◀デカパン GO！
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長
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政
報
告（
要
旨
）

topics&reportまちの話題

水ケーション～森と水の授業～を開催

　６月11 日、新しいプールが完成した東又

小学校５・６年生17 名を対象に、12 日には

窪川小学校５年生47名を対象に、森と水の

大切さを伝える授業が行われました。

　森と未来代表の小野なぎささんからは森林

の役割や水の大切さを、シドニーオリンピック

女子競泳日本代表の萩原智子さんからはプールでの正しい泳ぎ方などを教わり、児童たちは普段当たり前に生活できて

いるのは、森と水のおかげであること、その森と水を大切にしなくてはいけないことを学びました。

東又小学校プール落成式を開催

　６月11日、東又小学校のプール

開きに合わせ、関係者ら約 30名が

出席し、施設の落成式が行われま

した。また、東又小学校保護者会

の主催による餅投げも行われ、地

域住民と児童が一緒に笑顔で餅投

げを楽しみました。

　７月 14 日（土）～ 16 日（祝・月）に、役場西庁舎の県道

側駐車場スペースの区画整備を予定しています。これによ

り県道側の普通車スペースが 12 台から 10 台、軽自動車ス

ペースが５台から４台となりますが、一台当たりの駐車ス

ペースが広がり、利便性・安全性が向上します。

　工事期間中は、役場駐車場ご利用の皆さまにご不便をお

かけしますが、ご理解・ご協力をお願いします。

西庁舎駐車場(県道側)の区画を変更します

〔お問い合わせ先〕  総務課 ☎22-3111

〔お問い合わせ先〕  丸三ハイヤー ☎22-1251　新生タクシー ☎22-1135　窪川ハイヤー ☎22-1161

タクシー会社の　　　　　について休 業 日

…第１・第３・第５日曜日（７月から）

…第３日曜日

…定休日なし

丸三ハイヤー

新生ハイヤー

窪川ハイヤー

　須崎労働基準監督署の指導により業務改革を行い、

丸三ハイヤーが７月から第１・第３・第５日曜日が休業日

となります。なお、新生ハイヤーは、第３日曜日が休業日、

窪川ハイヤーは、休業日を定めていませんので、直接お

問い合わせください。
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■
平
成
29
年
度
一
般
会
計
決
算

　
見
込
み
に
つ
い
て

　

平
成
29

年
度
の
一
般
会
計
決
算
見
込
額

は
、
歳
入
総
額
１
６
７
億
８
千
４
９
４
万

円
、
歳
出
総
額
１
６
４
億
８
千
８
４
０
万

円

で
、

歳

入

歳

出

差

引

額

は

２
億
９
千
６
５
４
万
円
と
な
り
、
こ
の

う
ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源

７
千
３
４
７
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
額
は
、
２
億
２
千
３
０
７
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
町
税
で
１
億
１
千
８
４
０
万

円
余
り
増
加
し
た
一
方
、
実
質
的
な
普
通
交

付
税
な
ど
が
減
少
し
た
結
果
、
全
体
で
は

１
億
３
千
９
５
０
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
12

億
７
千
８
０
万

円
余
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
出
で
は
、
公
債
費
の
繰
上
償
還

な
ど
に
よ
り
、
全
体
で
１
億
２
千
７
４
９
万

円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
預
金
に
あ
た
る
積
立
基
金
残
高
は
、

ふ
る
さ
と
支
援
基
金
で
８
億
３
千
５
５
０
万

円
、
そ
の
他
で
２
億
９
千
１
０
０
万
円
、

合
わ
せ
て
11

億
２
千
６
５
０
万
円
を
取
り

崩
す
一
方
、
今
後
の
事
業
な
ど
に
必
要
な

財
源
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
支
援
基
金
で

約
12

億
８
千
３
０
０
万
円
、
そ
の
他
で

約
５
億
９
千
９
０
０
万
円
、
合
わ
せ
て

18

億
８
千
２
０
０
万
円
余
り
を
積
み
立
て

た
結
果
、
前
年
度
の
決
算
剰
余
金
処
分
に

よ
る
積
立
と
合
わ
せ
て
10

億
５
８
０
万
円

余
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
借
金
に
あ
た
る
町
債
残
高

は
、
前
年
度
末
か
ら
10

億
８
千
５
０
０
万

円
余
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　

本
町
で
は
、
移
住
促
進
を
重
要
施
策
の

一
つ
と
し
て
取
り
組
み
を
展
開
し
、
平
成

23

年
度
は
７
組
15

人
で
あ
っ
た
移
住
者
数

が
、
平
成
29

年
度
に
は
１
２
５
組
１
９
０

人
と
な
り
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
移
住
は
Ｉ
タ
ー
ン

者
の
割
合
が
高
く
、
本
町
の
さ
ら
な
る
発

展
に
は
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
増
加
を
図
る
効

果
的
な
施
策
の
展
開
が
必
要
と
考
え
、
町

出
身
者
が
四
万
十
町
を
身
近
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
整
備
と
し
て
、
去
る
６

月
１
日
、
事
業
委
託
先
で
あ
る
株
式
会
社

ぱ
ど
（
東
京
都
品
川
区
）
の
社
内
に
「
四
万
十

町
東
京
オ
フ
ィ
ス
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
オ
フ
ィ
ス
で
は
、
町
出
身
者
に
町

の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
故
郷
に
帰
り
た

い
と
思
う
意
識
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、

町
出
身
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
、

首
都
圏
に
お
け
る
四
万
十
町
フ
ァ
ン
の
拡

大
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
外
商
推
進
拠
点
と
し
て
、
首

都
圏
の
多
様
な
店
舗
な
ど
へ
の
営
業
活
動
を
通

じ
、
町
産
品
の
販
路
拡
大
を
推
進
し
ま
す
。

■
文
化
的
施
設
検
討
委
員
会
に
つ
い
て

　

本
町
で
は
、
文
化
的
施
設
の
整
備
を
検

討
す
る
た
め
、
文
化
的
施
設
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
16

人
の
委
員
に
よ
る
協
議
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
町
内
の
既
存
施
設
の
現

状
把
握
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
に
よ
る

施
設
の
あ
る
べ
き
姿
の
検
討
の
ほ
か
、
岡

山
県
瀬
戸
内
市
立
図
書
館
で
の
研
修
も
行

わ
れ
、
目
指
す
べ
き
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
が

共
有
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
の
委
員
会
で
は
、
住
民

や
商
工
会
な
ど
の
地
域
団
体
と
の
総
合
的

な
ま
ち
な
か
活
性
化
に
つ
い
て
の
検
討
の

必
要
性
も
協
議
さ
れ
、
文
化
的
施
設
の
整

備
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
30

年
度
に
基
本

構
想
、
平
成
31

年
度
に
基
本
計
画
を
策
定

す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
が
必
要
と

の
結
論
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
本
年
度
は
、
委
員
会
で
の

協
議
に
加
え
、
住
民
参
加
型
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
施
設
の
理
念
や

コ
ン
セ
プ
ト
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
愛
着
を
持
っ
て

利
用
い
た
だ
け
る
施
設
整
備
の
検
討
に
取

り
組
み
ま
す
。

■
小
中
学
校
の
適
正
配
置
計
画

　
に
つ
い
て

　

四
万
十
町
立
小
中
学
校
適
正
配
置
に
係

る
提
言
書
の
受
理
に
よ
り
協
議
し
た
結

果
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ま
に
児
童
生

徒
数
の
状
況
や
適
正
配
置
に
係
る
町
の
考

え
方
を
説
明
し
、
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ

と
が
必
要
と
考
え
、
本
年
５
月
に
町
内
８

か
所
で
地
域
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

地
域
会
で
は
、
保
育
所
や
小
・
中
学
校

の
保
護
者
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々
に
も

ご
参
加
い
た
だ
き
、
多
く
の
ご
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
ご
意
見
を
参
考
に

６
月
下
旬
に
は
計
画
素
案
を
作
成
し
、
７

月
か
ら
の
各
小
学
校
区
で
の
意
見
交
換

会
の
ほ
か
、
公
募
委
員
な
ど
で
組
織
す
る

四
万
十
町
学
校
適
正
配
置
審
議
会
の
審
議

を
経
て
、
平
成
30

年
12

月
中
の
計
画
策
定

を
目
指
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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令
和
元
年
９
月

四
万
十
町
議
会

　
　

 
定 
例 
会
　

　
　 
町
長
行
政
報
告（
要
旨
）
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■ 
文
化
的
施
設
の
建
設
予
定
地

　

文
化
的
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
に
続
き
検
討
委
員
会
で
の
協
議
、
専
門
家

を
招
い
て
の
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
て
議
論

を
深
め
て
お
り
、
年
内
に
は
基
本
計
画
を
策

定
し
、
本
年
度
中
に
は
公
募
に
よ
る
設
計
事

業
者
の
選
定
を
行
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
施
設
は
窪
川
市
街
地
の
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
の
中
核
と
し
て
位
置
付
け
、
候

補
地
の
選
定
に
つ
い
て
も
周
辺
商
店
街
へ
の

人
の
流
れ
を
創
出
す
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
年
３
月
に
は
四
万
十
町
市

街
地
再
生
基
本
構
想
を
策
定
し
て
市
街
地

ご
と
の
整
備
方
針
を
示
し
、
窪
川
市
街
地
の

ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
中
で
、
岩
本
寺
や
旧
都
築
邸

の
周
辺
を
歴
史
・
文
化
ゾ
ー
ン
と
し
て
位
置

付
け
、
旧
役
場
庁
舎
跡
地
を
文
化
的
施
設
の

有
力
な
候
補
地
と
し
て
、
こ
の
構
想
に
関
す

る
意
見
公
募
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
関
す
る

意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
、
施

設
の
基
本
計
画
策
定
の
た
め
建
設
予
定
地
を

明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
複
数

の
候
補
地
を
比
較
検
討
し
た
町
と
し
て
の
考

え
と
選
定
理
由
を
皆
さ
ま
に
お
示
し
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
候
補
地
の
一
つ
で
あ
る
「
四
万
十

緑
林
公
園
」
に
つ
い
て
は
、
四
万
十
会
館
や

窪
川
中
学
校
・
高
校
に
近
い
と
い
う
利
点
は

あ
る
も
の
の
、
応
急
救
助
機
関
の
活
動
拠
点

に
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
災
害
時
に
は
敷

地
の
大
部
分
が
拠
点
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る

こ
と
や
、
中
心
市
街
地
か
ら
の
距
離
も
あ
り
、

車
な
ど
を
利
用
し
な
い
方
に
は
不
便
で
あ
る

な
ど
課
題
が
多
い
こ
と
か
ら
、
建
設
予
定
地

に
は
適
さ
な
い
も
の
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
「
窪
川
駅
お
よ
び
役
場
西
庁
舎
前

民
有
地
」
は
、
駅
周
辺
の
た
め
徒
歩
で
の
利

用
は
利
便
性
が
高
い
も
の
の
、
駐
車
場
を
含

め
た
用
地
の
確
保
が
課
題
で
あ
り
、
土
地
の

取
得
費
又
は
借
地
料
な
ど
多
額
の
財
政
負
担

が
発
生
す
る
ほ
か
、
周
辺
に
は
民
家
も
多
く
、

施
設
が
３
階
建
て
以
上
と
な
る
場
合
は
日
照

条
件
な
ど
で
周
辺
住
民
の
皆
さ
ま
に
迷
惑
を

か
け
る
恐
れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
設
予
定

地
に
は
適
さ
な
い
も
の
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
旧
役
場
庁
舎
跡
地
」
は
、
周
辺

に
利
用
余
地
の
あ
る
老
朽
建
築
物
や
空
き
地

が
多
く
、
文
化
的
施
設
を
核
と
し
た
周
辺
環

境
の
発
展
性
が
高
い
ほ
か
、
約
３
千
３
０
０

㎡
全
て
が
町
有
地
で
あ
り
、
施
設
に
必
要
な

駐
車
場
用
地
も
含
め
て
十
分
な
敷
地
が
確
保

で
き
る
こ
と
か
ら
、
建
設
時
の
財
政
負
担
を

最
小
限
に
抑
え
つ
つ
、
確
実
な
事
業
実
施
が

見
込
め
る
も
の
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
た
結

果
、
「
旧
役
場
庁
舎
跡
地
」
を
文
化
的
施
設

の
建
設
予
定
地
と
し
て
決
定
さ
せ
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
「
旧
役
場
庁
舎
跡
地
」
に
文
化

的
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
施

設
整
備
計
画
や
基
本
設
計
の
作
業
を
行
い
、

計
画
の
具
体
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
等

　

こ
の
制
度
は
、
平
成
29

年
５
月
に
公
布
さ

れ
た
「
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
新
た
な

非
常
勤
の
職
と
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、

本
町
の
臨
時
職
員
、
嘱
託
員
な
ど
が
、
来
年

度
か
ら
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
に
移
行
し

ま
す
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
１
会
計
年
度
を

超
え
な
い
範
囲
内
で
任
用
さ
れ
る
非
常
勤
の

職
で
あ
り
、
勤
務
形
態
は
正
規
職
員
と
同
一

の
勤
務
時
間
の
フ
ル
タ
イ
ム
と
、
そ
れ
以
外

の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
二
つ
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
経
験
年
数
を
考
慮
し
た
給
料
・
報

酬
額
の
設
定
、
期
末
手
当
の
支
給
な
ど
、
新

た
な
勤
務
条
件
は
現
在
調
整
中
で
あ
り
、
今

年
中
に
募
集
を
行
う
予
定
で
す
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
こ
れ
ま
で
の
臨

時
職
員
、
嘱
託
員
な
ど
と
同
様
、
町
政
運
営

に
不
可
欠
な
職
員
で
す
の
で
、
で
き
る
限
り

勤
務
し
や
す
い
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

■ 
高
幡
西
部
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

組
合
の
解
散
に
係
る
経
過
お
よ
び

予
定
等

　

先
の
定
例
会
で
報
告
し
ま
し
た
高
幡
西
部

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
の
解
散
に
係
る

そ
の
後
の
経
過
な
ど
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま

す
。

　

ま
ず
、
本
町
と
中
土
佐
町
の
６
月
定
例
議

会
で
、
「
高
幡
西
部
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

組
合
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い

て
」
の
議
決
を
い
た
だ
き
、
６
月
20

日
に
「
規

約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
書
」
を
取
り
交
わ

し
ま
し
た
。

　

６
月
27

日
に
は
、
同
組
合
か
ら
県
知
事
に

対
す
る
規
約
変
更
の
許
可
申
請
が
行
わ
れ
、

７
月
２
日
の
許
可
を
受
け
、
解
散
な
ど
の
規

定
を
追
加
し
た
変
更
後
の
規
約
が
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
８
月
１
日
の
第
２
回
連
絡
調
整

協
議
会
で
は
、
地
方
自
治
法
、
同
組
合
規

約
に
基
づ
く
事
務
手
続
き
の
調
整
な
ど
を
行

い
、
議
決
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
両

町
と
も
９
月
定
例
議
会
に
議
案
を
上
程
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
議
案
の
議
決
後
に
は
２
町
間
で
正

式
協
議
を
行
い
、
協
議
書
を
取
り
交
わ
し
て

県
知
事
に
届
出
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
解
散
は
本
年
度
末
を
予
定
し
て
お

り
、
そ
の
時
点
で
同
組
合
は
存
在
し
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
直
営
と
す
る
た
め
の
予
算
、

職
員
を
含
め
た
体
制
の
確
保
が
必
要
で
す

が
、
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
整
備
し

て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
解
散
後
に
つ
い
て
も
、
施
設
の
利

用
者
、
利
用
希
望
者
に
と
っ
て
最
善
と
な
る

施
設
運
営
に
努
め
ま
す
。

■ 
四
万
十
町
高
校
生
海
外
研
修

　

８
月
５
日
か
ら
19

日
ま
で
の
15

日
間
、
カ

ナ
ダ
の
カ
ル
ガ
リ
ー
で
現
地
研
修
を
実
施

し
、
生
徒
13

名
と
引
率
２
名
の
15

名
は
、
全

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
、
た
く
さ
ん
の
思

い
出
を
つ
く
り
無
事
帰
国
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
高
校
応
援
大
作
戦
の
一
環
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〔お問い合わせ先〕  生涯学習課　 ☎22-3576　FAX 29-0073　Eメール 114000@town.shimanto.lg.jp

「四万十町文化的施設基本計画（案）」に関する意見募集について「四万十町文化的施設基本計画（案）」に関する意見募集について

年末・年始の可燃ごみ臨時収集のお知らせ

　年末は12月27日（金）まで可燃ごみを指定

曜日に収集し、年始は令和２年１月6日（月）

から通常どおり可燃ごみを収集します。なお、

右記のとおり年末・年始の収集日までの期間が

長い地区を対象に臨時収集を実施します。必ず

午前8時30分までに出してください。

収 集日

12月30日（月）

令和２年

1月５日（日）

収集地区

〔お問い合わせ先〕 環境水道課　☎22-3119　大正 町民生活課　☎27-0112　十和 町民生活課　☎28-5112

窪川地域（月・木曜日可燃ごみ収集地区）

大正地域全域

十和地域（月・木曜日可燃ごみ収集地区）

を臨時収集します。

窪川地域（火・金曜日可燃ごみ収集地区）

十和地域（火・金曜日可燃ごみ収集地区）

を臨時収集します。

■意見募集案件　

　『四万十町文化的施設基本計画（案）』

■意見募集期間　

　12 月 20 日（金）～令和２年１月９日（木）

■資料の閲覧方法　

（１）閲覧所

①本庁西庁舎１階閲覧所 ②大正地域振興局１階閲

覧所 ③十和地域振興局１階閲覧所 ④興津出張所

（２）町ホームページ

　http://www.town.shimanto.lg.jp/pubcom/

■意見の提出方法　

　次の方法でご意見をお願いします。

（１）意見箱へ投函

　閲覧所に備え付けの用紙に記入して、意見箱に

投函してください。

　四万十町では、文化的施設の整備に向けて，整備の方向性やめざす姿などをまとめ，今後

整備される文化的施設の指針となる「四万十町文化的施設基本計画（案）」を取りまとめまし

たので、広く町民の皆さまからご意見をいただきたく、以下の要領で意見を募集します。

（２）郵送（送料はご負担願います）

　　 〒786-8501

　　　高知県高岡郡四万十町琴平町１６-１７

　　　四万十町役場 教育委員会 生涯学習課 あて

（４）ＦＡＸ　29-0073

（５）直接提出する方法

　　 役場生涯学習課へお越しください。

　　（本庁東庁舎２階）

（６）ホームページの場合

　四万十町ホームページの専用フォーム「意見投

稿」をご利用ください。

　様式の指定はありませんが、氏名、住所、連絡

先（電話番号）、意見の原案における該当ページを

記入し、上記のいずれかの方法で提出してくださ

い。（電話での意見提出はお受けできませんので、

あらかじめご了承ください）

【注意事項】

（１）ご提出いただいたご意見は、氏名、住所、電話番号などの個人情報に関する事項を除き、原則公表となりますので、

あらかじめご承知おきください。

（２）皆さまからいただいたご意見に対し、個別にお答えできませんので、その旨ご了承をお願いします。

（３）ご意見中に、個人に関する情報で特定の個人が識別し得る情報がある場合または法人等の財産権等を害する恐れが

あると判断される場合には、公表の際に当該箇所を伏せさせていただくことがあります。

（４）ご意見に付記された氏名、住所、連絡先（電話番号）などの個人情報につきましては、適正に管理し、ご意見の内

容に不明な点があった場合などの連絡・確認といった、本件に対する意見公募に関する業務にのみご利用させてい

ただきます。

15 四万十町通信一令和元年12月号

informationお知らせ
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「アウトリーチによるサービス目標」
新しい文化的施設が、これまで図書館・美術館などのサービスが及ばな
かった方々に対してこれらのサービスを受けることができるように能動
的に働きかけ・広げていく活動目標です。

　　が完成しましたので ご覧ください。

予定地

10四万十町通信一令和２年2月号
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STEAM教育とはScience （科学）、 Technology （技術）、 Engineering（工学）、 Art （芸術）、 Mathematics 
（数学）の頭文字をとった言葉であり、児童生徒が数学・科学・芸術などの基礎を身につけた上で、技術や

工学などを応用して 、問題解決を図るための必要 な能力を統合的に学習する ことです。

新しい文化的施設の基本計画（概要版）　　が完成

11 四万十町通信一令和２年２月号
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四万十町通信一令和２年４月号　　　　　　　11

で
は
の
ま
ち
づ
く
り
、
そ
し
て
町
民
の
誰
も
が

四
万
十
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
に
精
一
杯
取
り
組
み
ま
す
。

■ 
令
和
２
年
度
当
初
予
算
案
の
概
要

　

令
和
２
年
度
予
算
は
、
第
２
次
四
万
十
町
総

合
振
興
計
画
に
掲
げ
た
ま
ち
の
将
来
像
の
実
現

と
第
２
期
四
万
十
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
を
着
実
に
推
進
し
、
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
防
災
対
策
、
公
約
や
重
点
施
策
等
の
実

現
に
向
け
編
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は

１
７
６
億
６
０
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
当
初

と
比
較
し
て
２
億
１
２
０
０
万
円
・
1.2

％
の
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
ふ
る
さ
と
納
税

関
連
予
算
は
、
返
礼
品
や
事
務
費
、
基
金
へ
の
積

立
金
を
合
わ
せ
て
16

億
９
７
０
０
万
円
と
な
り
、

ふ
る
さ
と
納
税
関
連
予
算
を
除
い
た
実
質
的
な

予
算
規
模
は
１
５
９
億
９
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
町
の
預
金
に
当
た
る
積
立
基

金
残
高
は
、
前
年
度
末
か
ら
１
億
７
４
８
１
万

円
余
り
増
加
の
１
１
１
億
５
１
１
２
万
円

を
見
込
み
、
町
の
借
金
に
当
た
る
町
債
残

高
は
、
12

億
２
１
３
２
万
円
余
り
増
加
の

１
９
５
億
７
９
２
９
万
円
の
見
込
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
の
ほ
か
、
新
設
す
る
２
つ

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
特
別
会
計
を
含
む
10

の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全

12

会
計
の
予
算
規
模
は
、
会
計
間
の
重
複
分
を

差
し
引
い
て
２
４
１
億
７
８
５
０
万
円
と
な
り
、

前
年
度
当
初
と
比
較
し
て
10

億
７
０
２
２
万
円
・

4.6

％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 

機
構
改
革
の
実
施

　

社
会
情
勢
や
行
政
課
題
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
変

化
等
に
的
確
に
対
応
で
き
る
組
織
体
制
を
整
え

る
た
め
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
次
の
３
点
を
改

善
し
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
本
庁
東
庁
舎
１
階
に
あ
る
健
康

福
祉
課
の
高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
部
門

を
「
高
齢
者
支
援
課
」
と
し
て
、
西
庁
舎
１
階

の
町
民
課
に
隣
接
し
て
設
置
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
現
在
、
町
民
課
で
対
応
し
て
い
る
後
期
高

齢
者
医
療
等
に
加
え
、
介
護
保
険
な
ど
の
「
高

齢
者
に
関
す
る
窓
口
を
西
庁
舎
１
階
に
集
約
」

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
庁
舎
間
の
移
動

等
に
伴
う
来
庁
者
の
負
担
軽
減
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
年
々
複
雑
化
す
る
制
度
や
、
そ
れ

に
伴
う
職
員
数
の
増
加
等
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上
と

行
政
運
営
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
な
お
、
高
齢
者
支
援
課
の
西
庁
舎
１
階

で
の
業
務
は
、
本
年
５
月
７
日
か
ら
開
始
す
る

予
定
で
す
。

　

２
点
目
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
窪
川

荘
」
と
「
四
万
十
荘
」
を
運
営
し
て
き
た
高
幡

西
部
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
の
解
散
で
す
。

同
組
合
は
本
年
３
月
末
を
も
っ
て
解
散
し
、
そ

の
後
の
両
施
設
の
運
営
は
、
本
町
が
行
い
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を

確
実
に
維
持
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
係
制
の
導
入
と
事
務
分
担
の
見

直
し
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
課
長
等
の
采
配
に
よ

り
課
内
に
「
グ
ル
ー
プ
」
と
呼
ば
れ
る
事
務
執

行
体
制
を
編
成
し
、
事
務
処
理
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
事
務
の
効
率
化
と
責
任
の
明
確
化
の

た
め
、
課
内
に
「
係
」
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
係
に
係
長
を
配
置
し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て

は
「
係
」
に
替
え
て
「
室
」
や
「
班
」
を
設
置
し
、

室
長
や
班
長
を
配
置
し
ま
す
。
な
お
、
係
名
等

の
詳
細
は
、
４
月
の
人
事
異
動
後
に
広
報
等
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■ 

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

　

総
合
振
興
計
画
の
人
口
減
少
克
服
と
地
方
創

生
の
推
進
に
係
る
一
体
的
な
戦
略
プ
ラ
ン
と
し

て
、平
成
27

年
度
に
策
定
し
た
「
四
万
十
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
計
画
期
間

が
満
了
す
る
た
め
、
令
和
２
年
４
月
を
始
期
と

す
る
第
２
期
の
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
の
克
服
と
地
方
創
生
の
推
進
は
中

長
期
的
な
視
点
を
持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題

で
あ
る
た
め
、
第
２
期
の
総
合
戦
略
で
は
、
基

本
目
標
な
ど
戦
略
の
根
幹
部
分
は
前
期
の
総
合

戦
略
を
踏
襲
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
危
機
感
と

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
視
点
と
し
て
、
国
連

の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
で
あ
る
「
S
エ
ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ

D
G
s
」

の
推
進
の
ほ
か
、
最
新
技
術
を
用
い
て
社
会
課

題
の
解
決
や
経
済
発
展
を
目
指
す
ソ
サ
エ
テ
ィ

5.0

の
推
進
、
そ
し
て
、
前
期
の
総
合
戦
略
か
ら

の
大
き
な
課
題
で
あ
る
出
生
数
の
維
持
・
向
上

を
達
成
す
る
た
め
、
女
性
の
地
域
定
着
を
目
指

し
、
女
性
が
活
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
な

ど
に
も
挑
戦
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■ 
観
光
列
車
の
運
行

　

Ｊ
Ｒ
四
国
の
観
光
列
車
「
志
国
土
佐 

時と

代き

の

夜
明
け
の 

も
の
が
た
り
」
が
、
４
月
18

日
か
ら

運
行
を
開
始
し
ま
す
。
運
行
日
は
、
土
日
祝
日

の
ほ
か
７
月
以
降
の
毎
週
金
曜
日
と
な
っ
て
お

り
、
運
行
開
始
当
日
の
午
後
２
時
30

分
か
ら
は
、

Ｊ
Ｒ
窪
川
駅
で
出
発
式
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
四
国
の
試
算
で
は
、
観
光
列
車
の
運
行

に
よ
り
年
間
約
１
万
５
千
人
の
乗
車
が
見
込
ま

れ
、
本
町
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
の
で
、
本
町
で
は
、
こ
れ
に
合

わ
せ
て
、
Ｊ
Ｒ
窪
川
駅
に
隣
接
す
る
公
衆
ト
イ

レ
の
洋
式
化
、
同
駅
待
合
室
へ
の
四
万
十
ヒ
ノ

キ
の
テ
ー
ブ
ル
及
び
イ
ス
の
設
置
、
観
光
列
車

専
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

運
行
開
始
後
は
、
来
町
者
へ
の
「
お
も
て
な

し
」
は
も
と
よ
り
、
公
共
交
通
を
利
用
し
た
「
お

す
す
め
観
光
コ
ー
ス
」
の
提
案
等
を
積
極
的
に

展
開
し
、
地
域
の
観
光
振
興
と
活
性
化
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■ 

文
化
的
施
設
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
文
化
的
施
設
検
討
委
員
会
に
よ
る

協
議
が
重
ね
ら
れ
、
本
年
度
７
回
目
と
な
る
委

員
会
で
、
基
本
計
画
の
最
終
案
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
基
本
計
画
案
に
対
す
る
意
見
公
募
手
続

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
計
画
変
更
を
要
す
る
内

容
の
意
見
は
な
く
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
と
併
せ
て
基
本
計
画
の
内
容
で

施
設
を
整
備
す
る
た
め
の
基
本
設
計
業
者
の
選

定
を
全
国
公
募
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
行
っ

て
お
り
、
書
類
審
査
に
よ
る
一
次
審
査
で
は
、

全
18

の
応
募
者
を
５
者
に
絞
り
込
み
、
２
月
27

日
に
は
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
二

次
審
査
を
実
施
し
、
提
案
者
の
説
明
に
町
内
外

か
ら
の
多
数
の
傍
聴
者
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
る

中
、
基
本
設
計
業
者
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
基
本
設
計
業
者
を
含
め
て
町

民
の
皆
様
と
の
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
本
年
９

月
末
を
目
途
に
基
本
設
計
を
行
い
、
そ
の
後
に

実
施
設
計
、
令
和
３
年
度
に
着
工
、
令
和
４
年

度
に
竣
工
と
い
う
予
定
で
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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10月1日㊍より

　
オ
ー
プ
ン
後
も
各
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
や
夏
休
み
期
間
中
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
８
月
末
時
点
で
大
人
が
２
９
７
７

人
、
子
ど
も
が
９
２
１
人
、
合
計
３
８
９
８
人
の

利
用
者
数
と
な
っ
て
お
り
、
当
初
の
年
間
利
用

見
込
７
２
０
０
人
の
半
数
を
超
え
て
い
る
状
況

で
す
。
今
後
は
、
閑
散
期
と
予
想
さ
れ
る
晩
秋

か
ら
冬
場
に
か
け
て
の
季
節
的
な
イ
ベ
ン
ト
や

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
実
施
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
、
道
の
駅
や
周

辺
観
光
施
設
な
ど
と
の
連
携
も
行
わ
れ
て
お
り
、

本
町
の
体
験
型
観
光
の
要
と
し
て
、
更
な
る
観

光
客
の
増
加
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し

ま
す
。

■
文
化
的
施
設

　
本
町
の
「
芸
術
・
文
化
の
拠
点
」
、「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
」
を
目
的
と
す
る
文
化
的
施

設
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
先
の
３

月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
に
お
い
て
、
９
月
末

を
目
途
に
基
本
設
計
、
そ
の
後
に
実
施
設
計
、

令
和
３
年
度
着
工
、
令
和
４
年
度
竣
工
を
予
定

と
し
て
準
備
を
進
め
る
と
の
報
告
を
行
い
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
国
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
県
を

ま
た
い
で
の
移
動
制
限
等
の
影
響
も
あ
り
、
基

本
設
計
業
者
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
の
直
接
的
な

打
合
せ
の
ほ
か
、
住
民
対
象
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
開
催
で
き
ず
、
現
時
点
で
は
町
民
の
皆
さ
ま

の
施
設
に
対
す
る
理
解
の
深
ま
り
や
、
そ
の
た

め
の
情
報
提
供
が
十
分
で
な
い
状
態
の
た
め
、

基
本
設
計
業
務
に
つ
い
て
は
業
務
期
間
を
年
度

末
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
実
施
設
計
業
務
も
来
年
度
に
着

手
す
る
方
向
と
な
り
、
当
初
の
予
定
か
ら
半
年

以
上
の
遅
れ
が
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
も
、
着
工
は
令
和
４

年
度
以
降
、
竣
工
は
令
和
５
年
度
以
降
と
な
る

見
込
み
で
す
が
、
議
会
や
町
民
の
皆
さ
ま
の
十

分
な
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
慎
重
に
進
め

ま
す
。

　
本
年
９
月
以
降
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
運

営
方
法
等
を
示
す
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
策
定
し
て

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
示

し
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
文
化
的
施
設

の
必
要
性
や
役
割
な
ど
に
つ
い
て
町
民
の
皆
さ

ま
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
住
民
説

明
会
や
勉
強
会
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
精
力

的
に
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
本
年
７
月
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
地

域
を
目
指
し
、
四
万
十
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ

し
い
方
と
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
方
が

会
員
と
な
り
運
営
さ
れ
る
育
児
支
援
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
組
織
で
、
会
員
同
士
の
引
き
合
わ
せ
や

調
整
を
行
う
業
務
を
四
万
十
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
委
託
し
て
行
い
ま
す
。

　
８
月
現
在
の
会
員
数
は
10

名
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
は
、
利
用
し
や
す
い
セ
ン
タ
ー
と
な
る
よ
う
、

制
度
の
周
知
な
ど
を
行
い
な
が
ら
会
員
数
の
増

加
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
適
切
な
運
営
に
よ
り
子
育
て
し
や

す
い
町
と
な
る
よ
う
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
み
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、町内の消費喚起による地域経済の活性化と町民の生活

支援を目的として、町内で使用できる商品券（町民１人あたり5,000円分）を発行し配布します。

◆対象者
令和２年１０月１日現在、四万十町に住民票を有している方全員に
配布します。

※世帯全員の商品券を世帯主宛に、１０月中旬から順次お送りします。

◆商品券の内容
１人あたり 5,000円（500円×10枚つづり）

※商品券は飲食店でのお支払いや小売店での生活用品の購入、タクシー
　でのお支払いなどに使用できる予定です。

「四万十町地域応援商品券」 配布のお知らせ「四万十町地域応援商品券」 配布のお知らせ「四万十町地域応援商品券」 配布のお知らせ「四万十町地域応援商品券」 配布のお知らせ

◆使用可能期間：令和2年11月15日～令和3年2月28日

◆使用できる店舗

使用可能店舗一覧を商品券に同封してお送りします。また、使用

できる店舗は「四万十町地域応援商品取扱店」の表示があります。

※使用可能店舗は随時追加される可能性がありますので、最新情報は四

　万十町ホームページでご確認ください。

［お問い合わせ先］　にぎわい創出課　☎22-3281

　10月より主に十和地域全６路線の経路変更によるダイヤ改正にと

もない、窪川地域、大正・十和地域の時刻表冊子も刷新します。各配

布場所にてご自由にお持ち帰りください。

　また、10月４日より四万十交通が日曜・祝日に運行する路線バス、

大正駅－学校上（ホビー館）もＪＲ予土線のダイヤに合わせた運行に

調整し、ホビー館やかっぱ館

へ公共交通を利用して遊び

に行くことができますので、

ぜひご活用ください。

（9月25日区長文書で大正地域

に全戸配布、10月の区長文書で

窪川地域・十和地域へ回覧予定）

  コミュニティバスダイヤ改正・時刻表について

【実施内容】

十和地域全６路線 十川橋・久保川口での経路変更によるダイヤ変更

（詳細は9月25日の区長文書で全６路線の路線図と時刻表を十和地域に　

全戸配布していますので、ご確認ください）

※十和地域全６路線…戸口・戸川線、地吉線、北の川・広井線、野々川線、古城線、大道線

【時刻表配布場所】

①コミュニティバス車内②四万十町役場企画課・大正地域振興

局・十和地域振興局 ③ハマヤ ④みやた ⑤みどり市 ⑥大正フード

センター ⑦スーパー彦市

��������������������

�������������

��������������������

�������������ダイヤ改正のお知らせ
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方
の
変
化
に
対
応
す
る
「
共
存
」
、
さ
ら
に
は

本
町
の
強
み
を
生
か
し
た
「
攻
め
」
の
施
策
を

推
進
し
ま
す
。

  
移
住
・
定
住
促
進

　
宝
島
社
の
月
刊
誌
「
田
舎
暮
ら
し
」
で
、

２
０
２
１
年
版
住
み
た
い
田
舎
ラ
ン
キ
ン
グ
が

発
表
さ
れ
、
町
部
門
の
２
４
０
自
治
体
中
、
本

町
は
若
者
世
代
が
住
み
た
い
田
舎
部
門
３
位
、

子
育
て
世
代
が
住
み
た
い
田
舎
部
門
14
位
、

シ
ニ
ア
世
代
が
住
み
た
い
田
舎
部
門
と
総
合

部
門
で
７
位
と
な
り
、
田
舎
暮
ら
し
を
求
め
る

方
々
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
を
契
機
と
し
て
地
方
の
重
要
性
が
改
め
て

注
目
さ
れ
る
中
、
こ
の
契
機
を
好
機
と
し
て
移

住
促
進
策
を
更
に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
関
係

人
口
の
創
出
も
重
要
な
こ
と
か
ら
、
観
光
分
野

で
は
豊
富
な
観
光
資
源
を
生
か
し
、
本
町
へ
の

誘
客
や
町
の
Ｐ
Ｒ
に
繋
げ
て
い
く
た
め
、コ
ロ

ナ
禍
で
の
受
入
れ
体
制
を
構
築
し
た
上
で

タ
ー
ゲ
ッ
ト
等
を
見
極
め
な
が
ら
効
果
的
な

施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
移
住
は
定
住
へ
の
橋
掛
け
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

町
民
の
満
足
度
が
向
上
し
、
移
住
を
定
住
に

繋
げ
る
た
め
に
は
生
活
環
境
が
重
要
で
す
。
そ

の
た
め
「
住
環
境
の
整
備
」
を
は
じ
め
「
子
育

て
支
援
・
教
育
環
境
の
充
実
」
、「
医
療
・
福
祉

体
制
の
充
実
」
、「
就
労
の
場
の
確
保
や
労
働

環
境
の
改
善
」
、
さ
ら
に
は
「
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

対
応
」
な
ど
、
生
活
環
境
の
整
備
に
努
め
、
更

な
る
定
住
に
繋
が
る
よ
う
推
進
し
ま
す
。

  

人
材
の
確
保
と
育
成

　
四
万
十
町
人
づ
く
り
戦
略
の
基
本
理
念

「
わ
が
ま
ち
四
万
十
町
を
愛
し
、
わ
が
ま
ち
四

万
十
町
の
元
気
を
つ
く
る
人
財
の
育
成
」
の
実

現
に
は
、
地
域
で
自
ら
挑
戦
し
、
地
域
を
元
気

に
す
る
人
材
の
育
成
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
こ

と
が
町
の
新
た
な
可
能
性
を
拓
き
、
未
来
を

支
え
る
基
盤
づ
く
り
に
繋
が
り
ま
す
。

　
本
町
で
は
保
育
や
医
療
・
福
祉
現
場
で
の
専

門
職
や
労
働
力
が
不
足
し
、
さ
ら
に
は
農
林
水

産
業
・
商
工
業
分
野
で
の
担
い
手
不
足
な
ど
課

題
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な

人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
確

保
に
つ
い
て
、
関
係
各
課
の
連
携
に
よ
り
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の

郷
土
愛
を
育
む
ふ
る
さ
と
教
育
や
教
育
環
境

の
充
実
、
さ
ら
に
は
町
の
産
業
を
興
し
支
え
て

い
く
た
め
の
学
び
場
の
提
供
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
通
じ
て
、
定
住
に
繋
げ
る
施
策
を
進

め
ま
す
。

  
ま
ち
な
か
再
生
と
文
化
的
施
設

　
移
住
定
住
促
進
、
人
材
育
成
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
に
は
、
本
町
へ
の
人
の
流
れ
と
ま
ち

な
か
を
中
心
と
し
た
に
ぎ
わ
い
が
重
要
で
あ
り
、

窪
川
・
大
正
・
十
和
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
市
街
地

再
生
と
、
こ
れ
ら
を
結
ぶ
拠
点
整
備
が
必
要

で
す
。

　
「
文
化
的
施
設
」
は
、
図
書
館
や
美
術
館
機

能
だ
け
の
単
な
る
社
会
教
育
施
設
で
は
な
く
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
を
付
加
す
る
こ
と
で
町
民

の
課
題
解
決
の
場
と
な
り
、
さ
ら
に
は
子
ど
も

た
ち
の
未
来
へ
の
投
資
と
し
て
、
人
々
が
集
い

知
識
や
人
脈
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
「
ま
ち
づ

く
り
の
拠
点
」
と
な
る
よ
う
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
企
画
課
内
に
文
化
的
施
設
整
備
推

進
室
を
設
置
し
、
文
化
的
施
設
を
核
と
し
た

窪
川
市
街
地
の
ま
ち
な
か
再
生
に
も
取
り
組

み
、
大
正
・
十
和
地
域
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
市
街
地

再
生
計
画
を
策
定
し
実
行
し
て
い
く
こ
と
で
一

体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

  

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組

　
国
連
で
採
択
さ
れ
た
２
０
３
０
年
ま
で
に

持
続
可
能
な
未
来
を
目
指
す
開
発
目
標
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ(

エ
ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ)

」
は
、
17
の

ゴ
ー
ル
が
掲
げ
ら
れ
官
民
連
携
に
よ
る
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
町
で
は
総
合
戦

略
の
中
で
一
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
は
町
の
諸
課
題
の
解
決
に
も
繋

が
り
、
特
に
食
品
ロ
ス
の
削
減
は
、
自
然
豊
か

な
本
町
の
環
境
問
題
だ
け
で
な
く
産
業
や
経

済
分
野
な
ど
の
課
題
解
決
に
も
繋
が
り
ま
す
。

さ
ら
に
人
権
問
題
、
健
康
と
福
祉
、
教
育
な
ど

の
目
標
達
成
が
「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
へ
と
繋
が
り
ま
す
。「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い…

。
」
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
本
理
念
を
踏
襲
し
、
町

民
一
人
ひ
と
り
は
も
と
よ
り
、
我
が
町
の
こ
と

だ
け
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
大
き
な
視
点
で

の
取
り
組
み
や
政
策
の
実
現
に
よ
り
、
全
国
に

誇
れ
る
四
万
十
町
な
ら
で
は
の
ま
ち
づ
く
り
、

四
万
十
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
に
精
一
杯
取
り
組
み
ま
す
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
３
月
３
日
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
模
擬
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
本
町
で
の
集
団
接
種
は
、
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
と
、
き
ら
ら
大
正
で
行

う
予
定
で
あ
り
、
個
別
接
種
に
つ
い
て
は
、
町

内
の
医
療
機
関
で
実
施
で
き
る
よ
う
各
医
療

機
関
と
の
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
佐
賀
取
水
堰
の
水
利
権
更
新

　
本
年
４
月
７
日
が
更
新
期
限
の
佐
賀
取
水

堰
の
水
利
権
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
許
可
権
者
の

国
か
ら
高
知
県
に
意
見
照
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

本
町
と
し
て
は
、町
民
や
漁
協
か
ら
の
意
見
、こ

れ
ま
で
の
経
緯
等
を
踏
ま
え
、更
新
条
件
は
、４

月
以
降
も
維
持
流
量
の
下
限
を
国
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
上
限
値
で
あ
る
毎
秒
１
．１
３
㎥
と
し
、

水
生
生
物
の
生
息
環
境
や
夏
季
の
高
温
期
へ

の
配
慮
と
し
て
現
在
の
放
流
パ
タ
ー
ン
を
継

続
し
、
季
節
に
応
じ
て
最
大
で
毎
秒
３
．４
０

㎥
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
、
許
可
期
間
は

標
準
期
間
の
20
年
で
は
な
く
、
前
回
同
様
10

年
と
さ
れ
る
よ
う
意
見
を
提
出
す
る
予
定
で
す
。

■
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
再
構
築

　
窪
川
、
大
正
、
十
和
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置

し
た
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
老
朽
化
や
衛
生
管
理

上
の
課
題
か
ら
窪
川
と
十
和
の
２
施
設
に
再

構
築
す
る
方
針
を
決
定
し
、
昨
年
か
ら
関
係

者
へ
の
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
正

の
給
食
セ
ン
タ
ー
を
本
年
９
月
に
休
止
す
る

説
明
が
遅
か
っ
た
こ
と
や
、
休
止
に
理
解
を
得

る
た
め
の
説
明
が
不
十
分
と
の
ご
意
見
を
い

た
だ
い
た
た
め
、
本
年
１
月
に
改
め
て
再
構
築

の
進
め
方
等
を
教
育
委
員
会
と
協
議
し
、
今

後
は
十
分
な
時
間
を
か
け
て
説
明
し
て
い
く

こ
と
、
ま
た
、
本
年
９
月
の
休
止
を
見
送
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

■
文
化
的
施
設

　
本
年
度
は
、
基
本
設
計
と
サ
ー
ビ
ス
計
画

策
定
を
中
心
に
準
備
を
進
め
て
お
り
、コ
ロ
ナ

禍
で
開
催
が
遅
れ
ま
し
た
が
本
年
１
月
か
ら

町
内
７
会
場
で
住
民
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
職
員
体
制
や
運
営
方
法
に

関
す
る
提
案
、
整
備
費
用
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
を
心
配
す
る
意
見
、
十
和
地
域
の
読
書
環

境
の
現
状
な
ど
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
十
分
な
情
報
提
供
を
行
い
な
が
ら

取
り
組
み
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

11 四万十町通信一令和３年４月号

10

令和3年3月
四万十町議会 定例会 町長施政方針・行政報告



令
和
３
年
6
月

令
和
３
年
6
月

四
万
十
町
議
会

定 

例 

会

四
万
十
町
議
会

定 

例 

会

行
政
報
告

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

は
、
第
４
波
の
要
因
と
言
わ
れ
る
感
染
力

の
高
い
変
異
種
に
よ
る
感
染
拡
大
が
地
方

を
中
心
に
続
い
て
い
ま
す
。
高
知
県
で
は

５
月
の
連
休
以
降
感
染
者
が
増
加
し
、
５

月
27

日
に
は
１
日
の
感
染
者
数
が
38

人
、

直
近
７
日
間
の
新
規
感
染
者
数
が
１
８
７

人
の
過
去
最
多
を
記
録
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
は
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
は

依
然
と
し
て
警
戒
レ
ベ
ル
を
ス
テ
ー
ジ
４
の

特
別
警
戒
と
し
て
お
り
、
須
崎
福
祉
保
健

所
管
内
で
の
感
染
発
生
が
続
い
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
本
町
に
お
い
て
も
一
層
の
感
染
症

対
策
の
周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
最
優
先
と
な
る
医
療
従
事
者
に
対

し
、
高
知
県
が
調
整
主
体
と
な
っ
て
町
内

３
か
所
の
指
定
医
療
機
関
で
４
月
中
旬
か

ら
開
始
し
、
２
回
目
の
接
種
に
つ
い
て
も
５

月
中
旬
に
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
優
先
と
な
る
65

歳
以
上
の
高
齢
者

に
つ
い
て
は
、
４
月
28

日
か
ら
町
内
１
９
か

所
の
高
齢
者
施
設
等
で
の
接
種
を
、
５
月

８
日
か
ら
は
町
内
２
施
設
で
の
集
団
接
種

を
、
５
月
10

日
か
ら
は
町
内
７
医
療
機
関

で
の
個
別
接
種
を
開
始
し
て
お
り
、
７
月

末
に
は
全
て
の
接
種
希
望
者
が
接
種
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
接
種
状
況
に
つ
い
て
は
、
対

象
者
７
５
２
５
人
の
予
約
率
が
５
月
末
現

在
で
83
％
と
な
っ
て
お
り
、
１
回
目
の
接
種

は
約
２
１
０
０
人
が
完
了
し
、
２
回
目
の

接
種
に
つ
い
て
も
７
月
末
ま
で
に
完
了
す
る

見
込
み
で
す
。
な
お
、
接
種
希
望
者
の
う

ち
在
宅
介
護
等
の
理
由
に
よ
り
医
療
機
関

で
の
接
種
が
困
難
な
方
に
つ
い
て
は
、
個
別

の
ご
相
談
に
応
じ
て
往
診
診
療
に
よ
る
接

種
等
を
調
整
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
、
高
齢

者
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
障
害
者
施
設

の
従
事
者
、
マ
ス
ク
を
着
用
で
き
な
い
幼

児
と
接
す
る
保
育
士
等
に
つ
い
て
は
、
７
月

か
ら
の
接
種
開
始
に
向
け
て
調
整
し
て
い

ま
す
。

最
後
に
64

歳
以
下
の
一
般
の
方
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
８
月
以
降
の
ワ
ク
チ
ン
確
保
の

目
途
が
立
っ
て
い
な
い
た
め
不
確
定
な
部
分

も
あ
り
ま
す
が
、
７
月
に
は
接
種
券
を
発

送
し
て
予
約
を
受
け
付
け
、
８
月
か
ら
接

種
を
開
始
す
る
想
定
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

■
文
化
的
施
設
整
備
事
業
の
状
況

　

文
化
的
施
設
整
備
事
業
の
現
状
に
つ
い

て
、
ハ
ー
ド
面
で
は
、
平
成
30

年
度
か
ら

令
和
元
年
度
に
策
定
し
た
基
本
構
想
と

基
本
計
画
を
基
に
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

で
基
本
設
計
の
委
託
先
を
選
定
し
、
本

年
３
月
末
に
基
本
設
計
が
完
成
し
て
い

ま
す
。
建
物
は
、
メ
イ
ン
棟
、
ア
プ
ロ
ー

チ
棟
、
線
路
棟
と
呼
ば
れ
る
３
つ
の
棟
で

構
成
さ
れ
、
延
床
面
積
は
２
０
２
８
㎡
で

す
。
こ
の
う
ち
、
図
書
の
メ
イ
ン
ス
ペ
ー

ス
や
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
い
っ
た
主
要
機

能
が
入
る
メ
イ
ン
棟
は
、
収
蔵
物
の
保
管

や
災
害
時
に
貴
重
な
資
料
を
保
護
す
る
観

点
等
か
ら
主
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
及
び

鉄
骨
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
２
棟

は
、
町
産
材
利
用
促
進
の
観
点
か
ら
木
造

と
し
、
施
設
全
体
で
も
最
大
限
の
木
質
化

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
事
業
費
は
、

平
成
29

年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
７

年
間
で
、
計
画
策
定
や
事
務
費
等
も
含
め

て
１
５
億
６
４
０
０
万
円
余
り
を
見
込
み
、

そ
の
財
源
に
は
合
併
特
例
債
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
事
業
費
に
は
今
後

の
測
量
設
計
等
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
補
強

工
事
費
や
周
辺
整
備
・
景
観
工
事
費
等
が

含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
周
辺
環
境
等
の
一

体
的
な
整
備
と
財
政
負
担
の
圧
縮
に
向
け

て
引
き
続
き
精
査
し
な
が
ら
、
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
面
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
昨

年
度
は
実
施
が
不
十
分
で
あ
っ
た
町
民
の

皆
様
へ
の
ご
説
明
や
対
話
に
重
点
を
置
き
、

「
こ
れ
ま
で
の
振
り
返
り
」
や
「
施
設
の

位
置
付
け
」
、「
基
本
設
計
の
概
要
」
や
「
事

業
費
と
財
源
」
、
「
今
後
の
作
業
手
順
」

等
に
つ
い
て
、
区
長
会
や
各
種
団
体
等
に

出
向
い
て
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
は
、
サ
ー
ビ
ス
計
画
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
本
事
業
に
対
す
る
動
き
と
し
て
、

四
万
十
町
文
化
的
施
設
建
設
反
対
運
動

実
行
委
員
会
か
ら
、
町
民
の
署
名
が
添
え

ら
れ
た
「
文
化
的
施
設
建
設
反
対
の
嘆
願

書
」
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
主
な
内
容
は
、

将
来
的
な
人
口
や
高
齢
化
等
の
見
通
し
を

踏
ま
え
た
建
設
費
や
維
持
管
理
費
等
の
規

模
と
建
設
の
必
要
性
、
並
び
に
建
設
予
定

地
等
に
関
し
、
建
設
計
画
の
中
止
若
し
く

は
見
直
し
を
求
め
る
も
の
で
、
私
と
し
て

も
、
そ
の
内
容
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
も
一

貫
し
て
ご
説
明
申
し
上
げ
て
き
た
と
お
り
、

改
め
て
文
化
的
施
設
が
未
来
に
向
け
て
の

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、
四
万
十
町

に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
施
設
と
考
え
て

お
り
、
代
表
者
の
方
に
は
直
接
面
会
し
、

文
書
に
よ
る
回
答
と
併
せ
て
ご
説
明
申
し

上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。

四万十町通信一令和３年 7月号 12

11



　

な
お
、
今
後
整
備
を
進
め
る
に
あ
た
り

町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
う
た
め
、
６

月
14

日
か
ら
７
月
末
に
か
け
て
意
見
公
募

手
続
を
行
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
同
じ
く
ソ
フ
ト
面
の
取
り
組
み

と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
２
か
年
計
画
で
進

め
て
い
る
「
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
に
つ
い
て

は
、
基
本
構
想
や
基
本
計
画
で
示
し
た
文

化
的
施
設
で
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
「
基

本
的
な
考
え
方
」
と
「
具
体
的
な
実
行

計
画
」
を
示
す
も
の
で
、
「
図
書
館
機
能
」

「
美
術
館
機
能
」
「
展
示
機
能
」
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
機
能
」
の
４
つ
の
機
能
を
活
用
し
て
、

何
が
で
き
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
実
現
で

き
る
の
か
、
町
民
の
皆
様
が
具
体
的
に
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
示
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
現
在
、
計
画
素
案
を
作
成

し
て
お
り
、
12

月
末
に
は
最
終
案
を
決
定

し
、
改
め
て
意
見
公
募
手
続
を
行
う
予
定

で
す
。

　

本
年
９
月
の
議
会
定
例
会
に
は
、
建
設

に
係
る
実
施
設
計
及
び
用
地
関
連
の
予
算

を
計
上
す
る
予
定
で
進
め
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

■
森
林
組
合
の
不
適
切
事
務
処
理

　

本
年
５
月
11

日
の
高
知
新
聞
の
報
道
等

に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
四
万
十
町
森
林
組

合
が
高
知
県
及
び
本
町
の
補
助
事
業
を
活

用
し
て
実
施
し
た
「
森
林
作
業
道
整
備
事

業
」
に
お
い
て
、
不
適
切
な
事
務
処
理
が

判
明
し
た
た
め
、
補
助
金
の
返
還
を
求
め

る
事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
30

年

度
と
令
和
元
年
度
に
、
同
組
合
が
森
林
所

有
者
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
町
内
６
か
所

の
作
業
道
を
整
備
し
た
も
の
で
す
が
、
当

該
補
助
金
の
交
付
後
、
組
合
と
下
請
業
者

と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
覚
書
に
基
づ
く
経

費
に
つ
い
て
疑
義
が
生
じ
、
昨
年
11

月
か

ら
県
に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ
た
結
果
、
一
部

に
補
助
事
業
費
と
し
て
認
め
ら
れ
る
根
拠

を
証
明
す
る
書
類
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

適
正
な
補
助
金
額
を
再
算
定
し
、
差
額
の

返
還
を
求
め
た
も
の
で
す
。

　

県
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
４
月
23

日
ま
で

に
返
還
さ
れ
ま
し
た
が
、
町
の
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
そ
の
額
の
算
定
手
続
き
上
、
県

の
返
還
決
定
後
に
町
の
返
還
額
が
確
定
す

る
た
め
、
５
月
７
日
に
補
助
金
額
を
再
算

定
し
て
交
付
決
定
の
一
部
を
取
り
消
し
、
同

日
付
け
で
返
還
命
令
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
返
還
額
に
四
万
十
町
補
助
金
等
交
付
規

則
に
基
づ
く
年
10

％
の
加
算
金
を
加
え
た

総
額
６
６
４
万
２
２
８
６
円
に
つ
い
て
は
、

５
月
21

日
ま
で
に
本
町
の
公
金
口
座
へ
の
入

金
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
が
４
月
に
実
施
し
た
緊
急
実

態
調
査
で
は
、
ほ
か
に
同
様
の
事
案
は
な
い

と
の
結
論
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
様
々
な

補
助
事
業
等
で
同
組
合
と
の
関
係
が
あ
る

本
町
と
し
て
は
、
今
回
の
事
案
を
重
く
受

け
止
め
、
６
月
２
日
付
け
の
文
書
で
同
組

合
に
対
し
て
再
発
防
止
を
柱
と
す
る
厳
重

注
意
を
行
う
と
と
も
に
、
組
織
と
し
て
法

令
順
守
の
強
化
策
な
ど
組
合
側
の
自
主
的

な
対
応
に
つ
い
て
も
確
認
し
、
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
た
業
務
改
善
計
画
に
つ
い
て
、
６
月

末
を
期
限
と
し
て
提
出
を
求
め
た
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
適
切
な
補
助

事
業
の
実
施
に
つ
い
て
、
な
お
一
層
の
助
言

と
指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下
の
ご
接
見

　

本
年
５
月
17

日
、
本
町
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
２
名
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
秋
篠
宮

皇
嗣
同
妃
両
殿
下
に
ご
接
見
を
賜
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
両
殿
下
が
数
年
前
か
ら
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
ご
関
心
を
お
寄
せ
に

な
っ
て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
受
け
て
、

総
務
省
を
通
じ
て
実
現
し
た
も
の
で
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
の
ご
接
見
は
今
回
が

初
め
て
と
な
る
も
の
で
す
。

　

ご
接
見
で
は
、
志
和
地
域
で
観
光
振
興

に
取
り
組
む
隊
員
と
、
大
正
地
域
で
商
店

街
の
活
性
化
に
取
り
組
む
隊
員
の
活
動
内

容
を
お
聞
き
に
な
ら
れ
、
約
40

分
間
の
懇

談
の
最
後
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
念
頭
に
「
大

変
な
状
況
で
す
が
、
健
康
に
留
意
し
て
活

躍
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
の
お

言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、
平
成
24

年
度
か
ら
地
域
お

こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
、
こ
れ
ま
で

応
募
総
数
１
５
６
名
の
う
ち
59

名
を
採
用

し
、
現
在
は
18

名
の
隊
員
が
活
動
し
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
改
め
て
地
方

移
住
が
注
目
さ
れ
る
中
、
同
制
度
を
活
用

し
た
地
域
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

四万十町地域おこし協力隊
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令
和
３
年
9
月

令
和
３
年
9
月

四
万
十
町
議
会

定 

例 

会

行
政
報
告
（
要
旨
）

四
万
十
町
議
会

定 

例 

会

行
政
報
告
（
要
旨
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

は
、
全
国
で
33

都
道
府
県
が
緊
急
事
態
宣

言
ま
た
は
ま
ん
延
防
止
な
ど
特
別
措
置
地
域

に
指
定
さ
れ
る
ほ
ど
の
非
常
事
態
と
な
り
、

高
知
県
も
27

日
か
ら
同
特
別
措
置
地
域
の

適
用
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
低
減
の
た
め
音

声
告
知
放
送
な
ど
に
よ
り
、
町
民
や
事
業
者

に
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
、
出
勤
者
数
７

割
削
減
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
８
月
30

日
に
役
場
本
庁

職
員
の
感
染
が
確
認
さ
れ
、
皆
様
に
は
ご
心

配
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。
町
職
員

の
濃
厚
接
触
者
は
３
人
で
し
た
が
、
そ
の
他

の
接
触
者
を
含
む
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
結
果
は
全

員
陰
性
で
し
た
。
ま
た
、
同
時
期
に
学
校

関
係
者
の
感
染
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
学

校
内
の
消
毒
作
業
を
行
い
予
定
ど
お
り
２
学

期
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
の
報
告
で
す
。

　

65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
接
種
は
、
７
月
末

ま
で
に
接
種
希
望
者
の
接
種
が
計
画
ど
お
り

完
了
し
、
接
種
率
は
１
回
目
が8

9
.3
5

％
、

２
回
目
が8

7
.5
0

％
で
、
全
国
平
均
と
同

水
準
で
す
。
な
お
、
未
接
種
者
に
つ
い
て
は
、

「
接
種
を
希
望
し
て
い
る
が
、
何
ら
か
の
理

由
が
あ
り
接
種
で
き
な
い
事
例
が
な
い
か
」

な
ど
を
調
査
し
、
現
在
は
そ
の
結
果
を
整
理

し
て
支
援
の
必
要
性
を
検
討
中
で
す
。

　

64

歳
以
下
の
接
種
は
、
８
月
13

日
か
ら
12

歳
以
上
の
対
象
者
全
員
の
予
約
受
付
を
開

始
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

８
月
31

日
時
点
の
町
全
体
の
接
種
率
は
、

１
回
目
が7

4
.7
3

％
、
２
回
目
が6

2
.3
3

％

で
、
国
が
掲
げ
る
目
標
の
「
８
月
末
に
国
民

の
半
分
に
接
種
」
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
感
染
の
収
束
に
は
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
有
効
な
手
段
と
考
え
て
お
り
、
積

極
的
に
接
種
を
勧
め
ま
す
。
接
種
希
望
者
に

は
、
10

月
末
ま
で
に
２
回
接
種
が
完
了
す
る

よ
う
９
月
12

日
ま
で
の
予
約
を
お
願
い
し
て

ワ
ク
チ
ン
の
確
保
な
ど
に
努
め
ま
す
。
な
お
、

本
町
の
集
団
接
種
は
10

月
末
ま
で
と
し
、
11

月
以
降
の
個
別
接
種
は
、
12

歳
到
達
者
の

接
種
を
中
心
と
し
た
接
種
体
制
を
構
築
す

る
予
定
で
す
。

■
町
道
大
道
日
吉
線
の
山
手
崩
壊

　

本
年
７
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
町
道
大

道
日
吉
線
の
口
大
道
集
会
所
か
ら
２
０
０
ｍ

上
流
付
近
で
大
規
模
な
山
手
崩
壊
が
発
生

し
、
全
面
通
行
止
め
と
し
て
い
ま
し
た
。
現

在
は
時
間
規
制
に
よ
る
水
道
管
移
設
工
事

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
後
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を

設
置
し
て
通
行
制
限
を
解
除
す
る
予
定
で

す
。

　

今
後
は
、
公
共
土
木
災
害
復
旧
事
業
の

査
定
を
受
け
て
早
期
復
旧
を
目
指
し
ま
す
の

で
、
工
事
期
間
中
は
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
文
化
的
施
設
整
備
事
業
の
進
捗
状
況

　

本
事
業
に
関
す
る
町
民
の
皆
様
と
の
意
見

交
換
な
ど
は
、
経
過
な
ど
の
「
説
明
」
に

重
点
を
置
い
た
進
め
方
か
ら
ス
テ
ー
ジ
を
進

め
、
「
意
見
交
換
」
の
場
と
な
る
よ
う
進
め

て
い
ま
す
。

　

８
月
に
は
、
建
設
予
定
地
周
辺
住
民
と

の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
ほ
か
、
小
学

３
年
生
か
ら
高
校
生
を
対
象
に
「
意
見
公

募
手
続
体
験
」
や
「
ロ
ボ
ッ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
子
ど

も
達
を
通
じ
て
保
護
者
の
皆
様
に
も
施
設
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
場
の
提
供
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

「
本
事
業
に
関
す
る
意
見
や
質
問
」
、
「
実

施
設
計
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
対
す
る
意

見
や
提
案
」
を
伺
う
た
め
６
月
か
ら
実
施
し

た
意
見
公
募
手
続
で
は
、
計
15

名
・
46

件
の

ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
「
賛
成
」
お
よ
び
「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
賛
成
」
が
33

件
・
72

％
、
「
そ

の
他
」
を
除
き
「
反
対
」
お
よ
び
「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
反
対
」
は
８
件
・
17

％
で
、

人
数
的
に
も
大
半
が
施
設
整
備
に
前
向
き
な

ご
意
見
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
詳

細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
い
た

だ
け
ま
す
。

　

次
に
、
文
化
的
施
設
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
「
基
本
的
な
考
え
方
」
と
「
具
体
的

な
実
行
計
画
」
を
示
す
サ
ー
ビ
ス
計
画
は
、

本
年
８
月
に
素
案
と
し
て
取
り
ま
と
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
施
設
の
基
本
構
想
策
定
に

携
わ
っ
た
元
文
化
的
施
設
検
討
委
員
会
委
員

と
の
意
見
交
換
会
の
ほ
か
、
教
育
委
員
会
、

社
会
教
育
委
員
会
、
図
書
館
協
議
会
、
美

術
館
運
営
審
議
会
お
よ
び
文
化
財
保
護
審

議
会
に
も
意
見
を
伺
い
、
本
年
12

月
の
サ
ー

ビ
ス
計
画
案
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て
引
き

続
き
協
議
・
調
整
を
重
ね
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

■
地
元
高
校
生
と
の
意
見
交
換
会

　

町
内
高
校
２
校
の
存
続
に
向
け
た
施
策
と

し
て
、
学
校
生
活
環
境
の
向
上
や
保
護
者

負
担
の
軽
減
を
目
的
に
「
学
校
給
食
」
と

「
入
学
祝
い
金
制
度
」
を
本
年
度
か
ら
導

入
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
本
年
度
の
入
学
者
数
は
、

窪
川
高
校
29

名
、
四
万
十
高
校
20

名
と
な

り
、
高
知
県
教
育
委
員
会
が
策
定
し
た
県

立
高
等
学
校
再
編
振
興
計
画
・
後
期
実
施

計
画
に
定
め
ら
れ
た
両
校
の
統
合
要
件
で
あ

る
20

名
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

先
般
開
催
し
た
両
校
１
年
生
と
の
意
見

交
換
会
で
は
、
高
校
生
活
に
関
す
る
意
見
は
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19 歳 、 未 来 が 動 き 出 す 。
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